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論文内容の要旨

オーバーデンチャーにおいては無歯部顎堤のみならず歯をも義歯床で被覆するため，その構成にあ

たっては，これら支持組織に対する影響を把握しておくことが重要で、ある。しかし，この点に関して

は未だ十分に明らかにされていない。

そこで本研究は，オーバーデンチャーの支持組織が岐合力によりどのような影響を受けるかを解明

することを目的として 健康な雑種成犬44頭を使用し，動物実験を行った。まず， 20頭の犬を用いて

予備実験を行い，その結果に基づき， 24頭の犬を用いて，特に峻合力を負担する条件が異なる場合に

おける維持歯の歯周組織や無歯部顎堤の変化を，肉眼的， x線学的，および病理組織学的に観察し検

討を行った。

実験方法については 上顎左右側第 1 および第 3 小臼歯を抜去後 3 か月を経過した無歯部顎堤なら

びに歯肉縁上 1 mmの高さで第 2小臼歯の歯冠を削除形成した維持歯に対して，オーバーデンチャーを

作製し装着した。岐合力の負担条件は義歯床を歯と顎堤粘膜に接触させたもの (T型)と義歯床を顎

堤粘膜のみに接触させたもの (M型)とし，さらに歯の形成のみを行って義歯床で被覆しないもの(

0型)についても実験を行った。なお，義歯は日交合した場合に垂直方向の動きが可能なように，左右

側犬歯と第 4 小臼歯に維持させた。

以上の方法に従い，実験動物を A群 (12頭)と B群 (12頭)に分けて観察を行い， A群では T型と

0型， B群では T型と M型について比較検討した。義歯装着後，両群とも 1 週間ごとに肉眼的観察，

X線写真規格撮影，歯肉縁の位置ならびに歯肉溝の深さの計測を行った。病理組織学的検索にあたっ

ては， A群では 1 ， 2 , 3 , 4 週， B群では 1 ， 2 , 3 , 6 か月後に 3 頭ずつの犬を屠殺し，第 2 小
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臼歯とこれに隣接する無歯部顎堤を一塊として採取，固定した。次いで，通法に従って組織切片を作

製したのち， H-E重染色とマロリー染色を施して検鏡したO

以上の結果， A群の 0型では，肉眼的には変化が認められなかったが，病理組織学的には各期間に

おいて根尖部に萎縮性変化と思われる所見がわずかに認められた。

一方， T型では，肉眼的には各期間において維持歯の辺縁歯肉は発赤かっ肥厚し，床下粘膜にも発

赤が認められた。病理組織学的には維持歯の歯根膜線維束は経時的にその走行状態が明瞭かつ規則的

となった。また，歯槽骨の改造が経時的に進行する像が観察された。さらに，無歯部顎堤の皮質骨表

面には各期間において O型に比べわずかに骨吸収像が増加していた。

なお， 0型， T型ともに歯肉縁の位置，歯肉溝の深さおよびX線所見において経時的に大きな変化

は認められなかった。

次に， B群では，肉眼的には， T型， M型ともに全観察期間を通じて維持歯辺縁歯肉は発赤かっ肥

厚し，床下粘膜にも発赤が認められた。また M型では経時的に歯肉縁の退縮傾向を認めたが， T型で

はむしろ歯肉縁の増殖傾向が強かった。この点については 歯肉縁の位置の計測結果でも同様の傾向

が認められた。また 歯肉溝の深さについては T型では M型に比べわずかに深化傾向が強かった。

さらに，歯周組織について，歯根膜線維束の走行状態，歯槽骨ならびにセメント質におけるシャー

ピ一線維の封入状態 線維骨の性状，歯槽骨の改造像，および頬側歯槽骨の厚みなどに関して病理組

織学的観察を行った。その結果 T型ではこれら各組織は健全に保たれむしろ機能克進と考えられる

所見が認められた。これに対して M型ではそれぞれの所見において萎縮性の変化が認められた。

また，無歯部顎堤については，病理事E織学的所見では， T型の皮質骨表面において， 2 か月群まで

わずかに骨吸収像が認められたが 3. 6 か月群ではほとんど骨吸収像は認められなかった。これに

対して， M型における皮質骨表面は鋸歯状を呈するものが多く，特に骨吸収像は 3 か月群において最

も顕著で、あった。なお， 6 か月群では皮質骨表面は比較的平滑化する傾向にあった。一方，規格 X線

写真をトレースし比較観察した結果， T型では変化量が少なく， 3 か月以後に無歯部顎堤歯槽骨の高

さにわずかな減少を示すものが認められる程度であった。これに対して， M型では 1 か月後から無歯

部顎堤歯槽骨の高さの減少が認められ 3 か月までは漸次その変化量が大きくなった。

以上の結果より，オーバーデンチャーにおいて，維持歯に支持を求めない場合には，歯肉縁は退縮

し，深部歯周組織の萎縮性変化とともに隣接無歯部顎堤の吸収が観察された。一方，維持歯に支持を

求めた場合，歯肉縁の退縮は防止され，深部歯周来E織は健全でむしろ岐合力に対し機能充進的に適応

し，それに隣接する無歯部顎堤の吸収は抑制されることが示唆された。

論文の審査結果の要旨

本研究はオーバーデンチャーを介して伝達される岐合力が その支持組織に与える影響を解明する

ために，特に日交合力を負担する条件が異なる場合における歯周組織や無歯部顎堤の変化の差異につい
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て，成犬を用いて，肉眼的， x線学的，および病理組織学的に研究したものである。

その結果，オーバーデンチャーの維持歯の歯冠を削除してその根面に峻合力の支持を求めた場合に

おいては，その歯周系且織は健全に保たれ， さらに隣接無歯部顎堤の骨吸収が抑制され，維持歯歯肉縁

の退縮も防止し得ることが示された。

以上のことはオーバーデンチャーの構成上重要な知見であり，優れた研究業績であると認める。よ

って本研究者は歯学博士の学位を授与するに値するものである。
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